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尿失禁の実用的な指標:尿道カテーテノレ抜去直後 24時間パッドテユトを用

いたケースシリーズ研究

前立腺肥大症は宥病率の高い疾患であり、高齢化に伴い増加している。ー前立L矧巴大症の手

l術療法のひとつであるホルミウムレーザー前立腺核出術(HoLEP)は、従来からある経尿道的

前立腺切除術同様ガイドラインでグレードAとして推奨されている。前立腺手術の主な合併

症として、患者の生活の質に影響を及ぼす尿失禁がある。しかし、良性疾患である前立腺肥

大症では悪性疾患の患者より通院コンブライアンスが悪いこともあり、術後尿失禁の評価が

+分ではない。前立腺癌に関する先行研究では、根治的前立腺切除術後のカテ」テJレ抜去産

後の失禁量が術後の禁制獲得と関連すると報告されているが、五日LEPに関する研究はこれ
までに認めていない。本研究ではHoLEP術後カテ」テ/レ抜安直後の24時間パッドテストの

結呆が、術後3か月の禁制獲得と関連するかを明らかにする。

我々は後ろ向きのク)スシリース噺究を行ったロ手術時の排尿症状や排尿状態を評価でき

る手術時自排尿の患者341名と、評価が難しい尿道カテーテJレ留置中や自己導尿中といった

尿閉の患者150名を層化分析した。術後カテーテJレ抜去直後24時間パッードテストを行い失

禁量の測定をし、失禁量Og健闘と>Og(陽性)の2群に分けた。術後 Bヶ月時点の尿失禁の

有無は、患者からの訴えに基づき判定した。

手術時自排尿愚者、尿関恵者ともに、術直後24時間パッドテスト陽性と術後3ヶ月時点

の尿失禁との問、また、術直後24時間パッドテスト失禁量と術後の禁制獲得時期に有意な関

連を認めた。術直後24時間パッドテスト陽性と有意に関連する要因は、自排尿患者では過活

動勝脱症状質問票の点数が高く過活動跨脱症状が強いことと核出重量、尿関患者では年齢で目

あった。

術後カテーテJレ抜去直後24時間パッドテストの結果は、術後早期からの骨盤底筋体操など

尿失禁予防対策を取るべきかどうかの視標になる。また、術後カテーデJレ抜去直後24時間パ

tッドテスト陽性と関連する核出重量が大きくなると考えられる前立腺容量や患者年齢、そし

T患者の症状を術前から注意深く評価するべきであると考えられた。
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